
 

令和８年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 上里 小学校 ）     学校番号 ０９８                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 豊かな心をもち他のために行動できる子        

目 指 す 学 校 像 
「児童が生き生きと学び、真の学力が身に付く学校」「あいさつがあふれ、児童や教職員が協働できる学校」「安心・安
全で花と緑と潤いのある学校」 

       

          

重 点 目 標 

１ 真の学力の定着 
２ 豊かな心の育成 
３ 開かれた学校づくり 
４ 安心・安全で花と緑と潤いのある環境 
５ 教職員の資質向上及び働き甲斐のある職場環境づくり 

※重点目標は６つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

＜現状＞ 

○昨年度の全国学力・学習状況調査、市の学習状

況調査では、やや平均を下回っている。 

○児童の学習への取り組み方に個人差が見られ

る。 

＜課題＞ 

○必要な情報や資料を選んだり、考えたことを自

分の言葉で伝えたりすることを苦手である。 

○身に付けた知識・技能を活用して、協働的な学

びに繋げる工夫が必要である。 

・基礎学力の定

着 

・学校課題研究

や指導訪問な

どでの授業力

向上 

① 授業のはじめに前時の振り返りを

したり、ICT を活用した繰り返し学

習をしたりし、基礎学力の定着を

図る。 

② 教員相互の授業参観、意見交流を

行い、教員の授業改善を図る。 

① 学校評価アンケート「授業は分か

りやすい」項目肯定的回答昨年度

より増 

② 教員の「キャリア振り返りシー

ト」の「学習指導」項目自己評価

向上 

 

 

 

  

・地域の実態を

生かしたカキ

ュラムマネジ

メントの充実 

① 地域の実態を生かした「カリマネ

デザインマップ」をもとに、教科

横断的な学びを実践し、次年度に

向けて充実を図る。 

① 地域の実態を生かした教科横断的

な学びを実践し、２月中に次年度

の「カリマネデザインマップ」を

作成することができたか。 

   

2 

＜現状＞ 

○配慮や支援を必要とする児童に対して、組織を

生かした迅速な対応が必要である。 

○「こまってな～い？運動」の取組を継続中。学

校、家庭、地域でのより一層の浸透を目指して

いる。 

＜課題＞ 

○コミュニケーション力不足等が起因と思われる

児童同士のトラブルが多い傾向がある。 

○校内委員会等を通して、児童の実態や状況に応

じた支援や対応、専門職や関係機関との連携を

充実させることが必要である。 

・児童一人ひと

りに寄り添っ

た積極的、組

織的、かつき

め細やかな支

援体制の充実 

① 月１回の生徒指導委員会で児童の

様子を全教職員で共有をし、積極

的、組織的、継続的な対応、支援

をする。 

② 担任や担当からの情報が確実に関

係主任、管理職に報告、対応策が

検討できる体制づくりをする。 

① 月１回の生徒指導委員会で児童の

情報共有、積極的、組織的、継続

的な対応、支援ができたか。 

② 学校評価アンケート「学校は楽し

い」「思いやりの心」項目肯定的

回答昨年度より増 

   

  

・いじめに迅速

に対応できる

体制づくり、

家庭・地域と

の協力体制の

構築 

① 生徒指導委員や校内委員会、「こ

まってな～い？運動」を通して、

学校・家庭・地域が一体となって

いじめ撲滅に取り組む。 

① 学校評価保護者アンケート「いじ

めについての対応」項目肯定的回

答昨年度より増 

② 校内委員会等の開催により、教職

員の協力体制が強化できたか。 

   

3 

＜現状＞ 

○家庭、地域の協力を得て、教育活動を展開して

いる。 

○学校行事や学校 Web ページ等で学校の様子を積

極的に発信している。 

＜課題＞ 

○コミュニティ・スクール体制のより一層の充実

を図る。 

○学校運営協議会において、児童の願いや思いを

土台とし、さらなる取組案の策定をする。 

・学校の教育活

動の積極的周

知、家庭・地

域の協力体制

の充実 

① 授業参観、学校公開や学校行事等

を公開したり、学校 Webページで教

育活動を紹介したりし、教育活動

を理解、協力を得る。 

① 学校評価保護者アンケート「開か

れた学校づくり」項目肯定的回答

昨年度より増    

  

・学校運営協議

会を中心とし

た 学 校 、 家

庭、地域の協

力体制の強化 

① 学校運営協議会において、学校・

家庭・地域でのさらなる取組を児

童の思いや願いを入れ策定する。 

② 開校５０周年記念事業を通して学

校・家庭・地域の連携を深める。 

① 学校運営協議会を円滑に運営し、

熟議を通して新たな取組の策定が

できたか。また、熟議の内容を家

庭、SSN 等に周知し連携を図れた

か。 

   

4 

＜現状＞ 

○児童が安心して過ごせる居場所（教室、Sola る

ーむ、保健室等）づくりに学校全体で取り組ん

でいる。 

○校舎内外の縦割り清掃や美化活動を通して、落

ち着いた環境づくりに取り組んでいる。 

＜課題＞ 

○体育館や教室の床など施設の老朽化等が見られ

るが、修繕までは時間を要す。 

○児童の登下校や学校生活における安全確保につ

いては継続して注意喚起や危機意識の醸成が必

要である。 

・全ての児童が

安心して過ご

せる居場所の

整備・充実 

① 児童の思いに寄り添い、安心して

過ごせる居場所をつくる。 

② 児童の興味関心を高めるように掲

示物を工夫し、落ち着いて過ごせ

る環境にする。 

① ユニバーサルデザイン、児童の頑

張りが分かる環境づくりができた

か。 

② 教室や校内掲示等定期的に作成、

張り替えることができたか。 

   

  ・施設設備の安

全管理、潤い

のある環境づ

くり 

 

① 毎月の安全点検、管理職による

日々の安全管理をもとに不具合等

は１週間以内に対応する。 

② 学校敷地内の計画的な栽培と子ど

もとともに教員が一緒に清掃活動

に取り組む。 

① 安全点検の結果や不具合等に対し

て、迅速に対応することができた

か。 

② 学校評価保護者アンケート「安

全」項目の肯定的回答昨年度より

増 

   

5 

＜現状＞ 

○教職員一人ひとりが業務の見通しをもち、精

選、見直しをしながら取り組んでいる。 

○学校課題研究や日々の教材研究等により、自身

の資質向上に努めている。 

＜課題＞ 

○校務分掌や学校・学年行事等で負担が多い教職

員が見られる。 

○授業等におけるＩＣＴの効果的活用について

は、教員間で取組の差がやや見られる。 

・学校課題研究

及び教職員の

資質向上 

 

 

① 学校課題研究、教員の相互授業参

観により、一人ひとりの資質向上

を図り、また管理職による指導・

助言を学期に１回実施する。 

② 人事評価制度等を活用し、教職員

の資質向上に繋げる。 

① 学校課題研究の計画的な実施、管

理職による学期１回の授業参観、

指導・助言をできたか。 

② 人事評価制度のキャリアの振り返

りシート等をもとに教員の資質向

上への指導・助言ができたか。 

 

 

 

  
・教職員一人ひ

とりにとって

働き甲斐のあ

る職場づくり 

 
 

① 業務の精選、見直しを行い、教職員

の負担軽減、健康保持に繋げる。 

② 教職員の思いや願いに寄り添えるよ

うにコミュニケーションをとり、良

好な職場環境をつくる。 

① 業務の精選、見直しを教職員の意見

をもとに５つ以上行うことができた

か。 

② 「教員の意識調査」の「風通しの良

い職場」項目肯定的回答増 
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